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　新郷の冨士地区に冨士山という山が
あります。三省堂の山名辞典によれば、
全国で二番目に高い「ふじさん」で、
海抜５０８．８㍍、山頂に冨士神社の
祠
ほこら

があります。この祠は胎内くぐりが
できる造りで、３回くぐると生まれ変
わることができるといわれています。
　人の一生は、順風満帆とはいきませ
ん。山あり谷ありで、不安や悩み事、
人には言えない秘密、良心の呵

かしゃく

責など、悩みは尽きません。
　また、近世は現代とは違い、地域の中で自然と共に歩み、神
仏に頼り、お参りしたことでしょう。そんなとき、この山に参
拝し、自身について心の中で問いながら、祠を３回くぐり、今
の自分から解放されることで新しい日々が始まる…。冨士山は、
そんな庶民の願いを叶えてくれる信仰の山です。
　漆窪登山口より登り、長い一ノ坂を登り切って飯豊山に手を
合わせ、二ノ坂では御神楽岳に手を合わせ、三ノ坂を登れば頂
上です。そこで磐梯山に手を合わせてから胎内くぐりを行いま
す。祖先はなんと素晴らしい祠を勧

かんじょう

請してくれたのでしょう。
　明治32年、山三郷に赤痢が流

は や

行ると、冨士山は疫病除けの信
仰を集め、地元はもちろん、町内や旧高郷村、会津坂下町、遠
くは会津若松市の門田からも参拝していました。昭和18年には、
村長を先頭に鉦

かね

や太鼓を叩いて雨乞いをしています。
　現在では、小清水自治区と漆窪自治区で「西会津冨士の郷」を
立ち上げ、登山道を整備し、７月に山開き、２月にスノートレッ
キングを開催しており、参加者や登山客が年々増えています。
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▲ 冨士山山開きの記念撮影

喜多方市

▼ 胎内くぐりの様子
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